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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月の
ベストショット
大きなクリの木になぁれ　4月 5 日、中野方町のグリーンピ

ア恵那跡地に造成したクリ園で、クリ

の苗を植樹しました。この日は、クリ

園を管理する組合員や地元の住民、恵

那農業高等学校の生徒、中野方小学校

の生徒ら約150人が参加。昨年度に

造成した 3㌶に、350 本の苗を植え

ました。皆はクリが大きく育つことを

願いながら、作業をしていました。
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オ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
、
四
季
を
通
じ
て
楽

し
め
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
２
か
ら
５
年
度
に

か
け
て
「
恵
那
峡
ル
ネ
サ
ン
ス
整
備
事

業
」
に
取
り
組
み
、
さ
ざ
な
み
半
島
を
中

心
と
し
て
、
恵
那
峡
周
辺
の
整
備
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
整
備
し
た
当
時
は
、
年
間

１
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
、
県

の
中
で
も
有
数
な
観
光
地
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
は
、
娯
楽
の
多
様
化
や

観
光
客
は
　
万
人
ま
で
減
少

　
恵
那
峡
は
、
大
井
ダ
ム
が
生
み
出
し
た

湖
や
美
し
い
自
然
景
観
が
、
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
お
り
、
県
立
自
然
公
園
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
に
は
、
さ
ざ
な

み
公
園
の
桜
を
は
じ
め
、
フ
ジ
や
ツ
ツ
ジ

が
咲
き
ま
す
。
夏
に
は
、
濃
緑
に
赤
い
恵

那
峡
大
橋
が
映
え
、
秋
に
は
紅
葉
な
ど
が

湖
面
を
彩
り
ま
す
。
冬
に
は
バ
ー
ド
ウ

あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
湖
畔
近
く

の
土
産
店
や
食
堂
な
ど
の
施
設
で
は
、
老

朽
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
恵
那
峡
周
辺
を
取
り
巻
く
状
況
と
し
て

は
、
昨
年
、
近
隣
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
停
車
駅
の
設
置
が
明
ら
か
に
な
り
、
今

後
、
観
光
客
を
含
め
た
人
の
流
れ
が
大
き

く
様
変
わ
り
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

需
要
に
対
応
し
た
観
光
地
に

　
恵
那
峡
は
、
県
立
自
然
公
園
を
中
心
と

し
た
再
整
備
を
図
り
、
多
様
な
観
光
需
要

に
応
え
ら
れ
る
総
合
的
な
観
光
地
へ
と
再

生
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
恵
那
峡
の
基
本
的
な
観

光
資
源
と
な
っ
て
い
る
森
林
や
湖
畔
、
峡

谷
な
ど
の
自
然
環
境
の
磨
き
上
げ
と
、
恵

那
峡
施
設
の
再
整
備
を
図
り
、
多
目
的
で

秩
序
あ
る
観
光
エ
リ
ア
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
２４
年
度
に
は
、
市
観
光
協
会
や
市

ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
、
恵
那
商
工
会
議

所
、
恵
那
青
年
会
議
所
、
県
観
光
連
盟
、

恵
那
観
光
大
使
な
ど
で
構
成
す
る
恵
那
峡

再
整
備
構
想
策
定
検
討
委
員
会
を
発
足
。

主
に
施
設
や
外
観
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
に
は
、
恵
那

峡
周
辺
の
宿
泊
施
設
や
店
舗
、
企
業
、
観

光
協
会
な
ど
で
構
成
す
る
恵
那
峡
活
性
化

委
員
会
で
、
主
に
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
単
な
る
恵
那
峡
周
辺
の

高
速
道
路
網
の
整
備
に
伴
い
、
観
光
客
が

年
々
減
少
。
現
在
で
は
年
間
５０
万
人
程
度

に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　「
恵
那
峡
ル
ネ
サ
ン
ス
整
備
事
業
」
以

降
は
、
大
き
な
整
備
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
ま
ま
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
湖

畔
の
周
り
の
雑
木
林
で
は
、
手
入
れ
が
行

き
届
か
ず
、
湖
畔
へ
の
眺
望
が
悪
く
な
っ

て
い
た
り
、
さ
ざ
な
み
公
園
で
は
、
植
栽

し
た
樹
木
の
枝
切
り
な
ど
が
不
十
分
で

恵那峡再整備基本計画

整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
域
的
な
観
点
か

ら
恵
那
峡
の
位
置
付
け
を
行
う
と
と
も

に
、
市
が
目
指
す
方
向
や
市
民
生
活
の
観

点
か
ら
恵
那
峡
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し

ま
し
た
。

　
ま
た
来
訪
者
の
需
要
を
把
握
す
る
た

め
、
過
去
に
恵
那
峡
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
恵
那
峡
の
魅
力

は
「
豊
か
な
自
然
環
境
」
と
の
回
答
が
９

割
を
超
え
ま
し
た
。

「
き
れ
い
」
な
恵
那
峡
に
再
生

　
恵
那
峡
再
整
備
構
想
策
定
検
討
委
員
会

と
恵
那
峡
活
性
化
委
員
会
で
の
検
討
を
踏

ま
え
、
恵
那
峡
再
整
備
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
観
光
客
が
ど
の
よ
う
な
恵

那
峡
な
ら
来
る
の
か
、
行
っ
て
み
た
い
の

か
、
再
び
訪
れ
た
い
の
か
を
考
え
、
魅
力

を
生
か
し
つ
つ
、次
の
よ
う
な
「
き
れ
い
」

な
恵
那
峡
の
再
生
を
目
指
し
ま
す
。
❶
沿

道
か
ら
見
え
る
湖
畔
が
と
て
も
き
れ
い
な

恵
那
峡
❷
水
辺
が
と
て
も
き
れ
い
な
恵
那

峡
❸
桜
や
紅
葉
が
き
れ
い
な
恵
那
峡
❹
さ

ざ
な
み
公
園
か
ら
見
る
ダ
ム
湖
が
き
れ
い

な
恵
那
峡
―
で
す
。
こ
の
計
画
の
基
本
的

な
概
念
は「
湖
畔
を
と
り
ま
く
自
然
か
ら
、

四
季
が
あ
ふ
れ
出
す
、
自
然
豊
か
な
恵
那

峡
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
恵
那
峡
の
再
整
備
は
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
５
年
間
で
行
い
ま
す
。
整
備
に
掛

か
る
費
用
は
、
５
年
間
で
約
９
億
７
千
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 20
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❶春にはさざなみ半島に見事な桜が咲き誇る　❷フジ棚広場にはフジの大木が四方に枝を伸ばしている　❸さざ
なみ半島を一周できる散策路　❹大井ダムや笠置山、湖面などの眺望が美しい

❹

❷❶

❸

魅力を
生かし
再生へ

　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
観
光
地
「
恵
那
峡
」。
全
国
的
に
も
知
ら
れ
、
県
を
代
表
す

る
観
光
拠
点
の
一
つ
で
す
。
大
正
13
年
、「
電
力
王
」
福
沢
桃
介
が
築
い
た
大
井
ダ
ム

に
よ
っ
て
、
景
勝
地
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
恵
那
峡
は
、
本
年
９０
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
で
、
恵
那
峡
に
訪
れ
る
観
光

客
数
は
低
調
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
恵
那
峡
を
多
様
な
観
光
需
要
に
応
え
ら
れ
る
総
合
的
な
観
光
地
へ
と
再
生

す
る
た
め
、
恵
那
峡
再
整
備
基
本
計
画
を
策
定
。
本
年
度
か
ら
再
整
備
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
恵
那
峡
再
整
備
基
本
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
観
光
交
流
室
（
内
線
５
３
１
）

（万人）
恵那峡への観光客数の推移

※平成9年度は調査方法の改正により減少幅が大きくなっています

▲

雑
木
林
が
湖
畔
へ
の
眺
望
を
遮
る
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フジ棚近くの湖面が望める場所
に、新たな広場を整備します。こ
こでは、茶会で呈茶ができるよう
に、あずまやの設置などを行いま
す。

散策道を整備し、自然と共存する
ダム湖の景観を楽しめるようにし
ます。湖面を眺めながら歩くこと
ができるウオーキングコースも整
備します。

水辺の雑草を処分することで、水
辺の環境を向上させます。敷石の
散策路を整備するとともに、足元
にライト（フットライト）を設置
して、夜でも歩けるようにします。

恵那峡の中心部ともいえるフジ棚
広場を整備し、景観と利便性の向
上を図ります。大井ダムや遊覧船
などを一望できる場所にデッキテ
ラスを設置します。

現在ある施設や景観を残しつつ、
四季や昼夜共に１年を通して楽し
める空間をつくります。日よけを
設置し、イベントが行える場所と
しての整備を行います。

恵那峡再整備計画の概要散策路の整備

フジ棚広場の整備

新たな広場の整備

芝生広場の整備

森林散策路の整備

※この図は、恵那峡再整備基本計画
「計画書」から抜粋したものです。

恵那峡再整備
基本計画

特
集
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催
し
で
景
観
に
付
加
価
値
を

　
恵
那
峡
再
整
備
基
本
計
画
に
は
、
整
備

の
他
に
、
地
域
の
住
民
や
企
業
な
ど
が
企

画
や
運
営
を
す
る
催
し
を
行
っ
た
り
、
恵

那
峡
の
自
然
景
観
を
さ
ら
に
美
し
く
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
つ
い

て
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
、
家
族

連
れ
や
高
齢
者
ら
が
興
味
を
示
す「
自
然
」

「
食
」「
体
験
」
な
ど
で
の
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

恵
那
峡
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、
ご
み
を
拾

う
「
ク
リ
ー
ン
・
ウ
オ
ー
ク
」、
桜
や
紅

葉
が
き
れ
い
な
時
季
に
抹
茶
を
振
る
舞
う

「
大
茶
会
」
の
開
催
や
初
心
者
向
け
に
行

う
「
カ
ヤ
ッ
ク
・
ボ
ー
ト
体
験
教
室
」
の

開
講
、
催
し
に
合
わ
せ
て
特
産
品
の
販
売

や
宣
伝
を
す
る
「
物
産
市
」
な
ど
の
開
催

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
開
催
は
、
恵
那
峡
の
景
観
に

付
加
価
値
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
な
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

その他の整備計画

整備内容 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

森林整備　
間伐・下刈りなど

傘岩周辺整備

散策路整備
既存改修

新設

水辺の空間整備

さざなみ公園整備
公園の整備

弁天島整備

フジ棚広場整備
既存広場の整備

新たな広場整備

駐車場整備
既存改修

新設

案内サイン整備

■恵那峡再整備年度別計画　
一
番
観
光
客
が
訪
れ
た
の
は
、
昭
和

50
年
代
の
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
た

こ
ろ
で
し
た
。
今
は
「
い
い
所
だ
ね
」

と
よ
く
言
っ
て
も
ら
え
る
も
の
の
、
客

足
は
鈍
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
再
整
備
は
、
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
湖
面
の
見
晴
ら
し
が
良
く
な

り
、
湖
畔
の
散
策
も
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
自
然
が
楽
し
め
、
し
か
も

皆
が
満
足
で
き
る
観
光
地
を
目
指
し
た

い
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
い
い
ア
イ

デ
ア
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
春
の
桜
や
秋
の
紅
葉
が
き
れ
い
な
恵

那
峡
に
は
、
多
く
の
観
光
客
に
来
て
も

ら
っ
て
、
景
色
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
で
す
。
今
回
の
再
整
備
に
は
、
期
待

を
し
て
い
ま
す
が
、
駐
車
で
き
る
台
数

に
限
り
が
あ
る
の
が
気
掛
か
り
で
す
。

　
今
後
も
い
ろ
ん
な
団
体
と
協
力
し
な

が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
る
な
ど
し

て
、
少
し
で
も
恵
那
峡
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
恵
那
峡

に
元
気
が
出
れ
ば
、
若
い
人
た
ち
の
定

着
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

恵那峡活性化
委員会委員

恵那峡活性化
委員会委員

藤下茂
しげ

夫
お

さん

可知孝
たかゆき

幸さん

（大井町恵那峡）

（大井町恵那峡）

楽
し
め
る
仕
掛
け
を
準
備

皆
が
満
足
で
き
る
場
所
に

設計 整備

設計 整備

設計

　恵那峡のダム湖でこの夏、カ
ヤックの教室を計画していま
す。恵那峡は、自然や湖がきれ
いで、世界的に見ても限られた
場所です。カヤックで湖に浮か
び、波に揺られる楽しさと、陸
で見るのとは違った素晴らしい
景色を多くの人に知ってもらい
たいです。地元の人たちも、水
に親しめる場所があることや、

カヤック
指導者

伊藤　来
きたる

さん

（中津川市）

整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

設計 整備

湖上は陸と違った景色

恵那峡を再
認識しても
らえる機会
になればい
いと思いま
す。

▲カヤックに乗って
波と景色を楽しむ

恵那峡再整備
基本計画

特
集

●湖面の活用
湖面の活用は、現在の遊覧船に加え、カヌーやカヤック、ボートなどのレジャー要素を取り入れます。●光の演出
街灯やフットライト、イルミネーションの設置などで恵那峡の夜の魅力を高め、滞在時間の拡大を図ります。●駐車場の整備
現在の駐車場を再整備し、利用しやすくします。

●サインの整備
分かりやすい案内看板などを設置して、交通の誘導を図ります。●桜並木の整備（長期的視点）恵那峡へ通じる道路の沿道に桜を植栽し、景観を楽しめるようにします。●花木植栽周辺整備（長期的視点）恵那峡周辺の市有地約 20㌶に、数種類の花木を植栽します。また散策路を整備し、県立自然公園にふさわしい環境を整えます。

▲紅葉の時季にさざなみ半島で抹茶を振る舞う催しを開催
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医
療
、防
災
、働
く
場
の
確
保

な
ど
が
今
後
の
重
点
課
題

　
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
右

ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
に
分
析
し
ま

し
た
。
重
要
度
が
高
く
、
満
足
度

の
低
い
「
重
点
課
題
」（
左
上
の

部
分
）
に
該
当
し
た
の
は
、
次
の

12
施
策
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
策

は
、
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
今
後
も
重
点
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
健
康
福
祉
分
野

「
医
療
機
関(

病
院･

診
療
所)

」、

「
緊
急
医
療
体
制
（
夜
間･

休
日

･

救
急
）」

□
生
活
環
境
分
野

「
山
林
や
河
川
な
ど
の
自
然
環
境

の
保
全
」、「
地
震
・
災
害
に
対
す

る
安
心
感
」、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対

策
」

□
都
市･

交
通
基
盤
分
野

「
幹
線
道
路
（
国
道･

県
道
な
ど
）

の
整
備
」、「
身
近
な
市
道
・
生
活

道
路
の
整
備
、
維
持
管
理
」、「
段

差
や
道
幅
な
ど
歩
道
の
安
全
性
」、

「
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
便
利
さ
」

□
産
業
振
興
分
野

「
魅
力
あ
る
働
く
場
の
確
保
」

□
市
民
参
画
分
野

「
健
全
な
財
政
運
営
」、「
行
政
改

革
の
推
進
」

評価点 満足度 重要度
+２点 満足 高い
+１点 やや満足 やや高い
0点 どちらともいえない どちらともいえない
－１点 やや不満 やや低い
－２点 不満 低い
０点 回答なし 回答なし

❶評価点の基準

評価 満足度指数 重要度指数 施策評価の目安
①重点課題 平均未満 平均以上 最も課題のある施策であり、重

点的に推進する
②継続推進 平均以上 平均以上 継続的に市民の満足度を得られ

るよう施策を推進する
③課題 平均未満 平均未満 課題のある施策であり、必要度

を検証し、施策を推進する
④要検討 平均以上 平均未満 一定の成果が得られており、継

続の必要性を検証する

❷評価の基準

　施策の満足度と重要度の分析方法
は、全57施策の満足度と重要度を
５段階評価で点数化して、評価しま
した。
❶評価点の基準　５段階の回答の評
価点は、回答者の割合に応じて評価
指数を計算します。
　算出した評価指数は、満足度と重
要度それぞれに「＋２.０」に近づく
ほど満足度を満たし、重要度は高く
なります。反対に「－２.０」に近づ
くほど満足度は不満が大きく、重要
度は低くなります。
❷評価の基準　満足度と重要度の分
布により、各施策の評価を行います。

施策の満足度と重要度の分析方法

　
本
調
査
で
は
、
今
後
の
居
住
意

向
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
ま

す
。

　
結
果
は
、「
ず
っ
と
恵
那
市
で

暮
ら
し
た
い
（
一
度
市
外
に
出
て

も
本
市
に
戻
っ
て
き
た
い
場
合
を

含
む
）」
が
67
・
７
㌫
と
約
７
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、「
市

外
で
暮
ら
し
た
い
」
は
５
・
２
㌫

と
な
り
ま
し
た
。

　「
ず
っ
と
恵
那
市
で
暮
ら
し
た

い
」
と
回
答
し
た
方
に
、
理
由
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
家
や
土
地
が

あ
る
か
ら
」
が
８９
・
０
㌫
と
最
も

高
く
、
次
い
で
「
地
域
や
人
に
な

じ
み
が
あ
る
か
ら
」
が
44
・
８

㌫
、「
居
住
環
境
が
良
い
か
ら
」

が
15
・
４
㌫
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、「
市
外
で
暮
ら
し
た
い
」

と
回
答
し
た
方
に
理
由
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
日
常
生
活
が
不
便
だ

か
ら
」
が
43
・
１
㌫
と
最
も
高

く
、
次
い
で
「
居
住
環
境
が
悪
い

か
ら
」
が
25
・
０
㌫
、「
そ
の
他
」

が
22
・
２
㌫
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
そ
の
他
」
の
主
な
記
述
内

容
は
、「
物
価
が
高
い
」「
税
金
が

高
い
」「
市
外
に
家
や
実
家
が
あ

る
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
７
割
が
恵
那
市
で
暮
ら
し
た
い

■ずっと恵那市で暮らしたい理由

家や土地がある
地域や人になじみがある

日常生活が便利

居住環境が良い
仕事がある

通勤や通学に便利
その他
無回答

０　　20　  40     60     80   100
（%）

ずっと恵那市
で暮らしたい

何ともいえない
（分からない）

市外で暮らしたい 無回答

■今後の居住の意向

67.7%
25.1%

5.2%
2.0%

89.0
44.8

15.4
8.2
7.4

0.9
1.7

0.2

  調査の概要
調査対象：２０歳以上の市民２,５００人
抽出方法：無作為抽出法
調査方法：郵送配布、郵送回収
調査時期：平成２５年１２月
回収結果：１, 375人（回収率５５．０％）
※平成２４年度回収結果１，４１３人
　（回収率５６．5％）

平成２５年度 市民意識調査の結果

重点課題は１２施策
　市民の皆さんが現状に対してどのように感じ、どのように評価

をしているのかを聞き、今後の市政運営や次期総合計画の策定に

当たっての基礎資料とするため、昨年１２月に市民意識調査（ア

ンケート）を実施しました。この調査では、個別施策５７項目に

ついて、「満足度」と「重要度」を５段階で評価していただきま

した。また、これから市が行っていく事業などについての個別事

項を伺いました。

　今、市民の皆さんが市をどのように考えているのか、調査結果

の一部を紹介します。詳細は、市役所情報公開コーナーや市ウェ

ブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）などでご覧いただけます。

□問い合わせ　総合政策課志２６-２１１１（内線３３０）

自然エネルギーの活用
などの地球温暖化対策山林や河川などの 

自然環境の保全

段差や道幅など歩道の安全性

身近な市道・生活道路の 
整備、維持管理

魅力ある働く場の確保

JR 中央線の便利さ

行政改革の推進

幹線道路（国道・県道など）の整備

地震・災害に対する安心感

健全な財政運営

緊急医療体制（夜間・休日・救急）

医療機関（病院・診療所）

市政への市民の意見の反映

観光施設と誘客ＰＲ

工業の振興対策 移住・定住の支援対策

農業の振興対策
林業（里山・山林）保全と振興

バスの便利さ 公園・緑地など憩いの場

市政に関する市民参加の機会

明知鉄道の便利さ

新しい分野の起業家支援

インターネットでの申請など便利性

市民活動やＮＰＯなどの活発化

市営住宅の整備
在住外国人との交流や国際交流の推進

商店街のにぎわい

生涯学習施設の数と整備

情報通信環境の整備

まち並み・景観の保全と整備

文化・芸術活動の振興
文化財の保存・活用

体育施設の数と整備

生涯学習の情報・出前講座メニューの量

地域コミュニティ活動の支援

市ウェブサイトの内容やデザイン

男女共同参画の取り組み

し尿収集と処理サービス
広報による市情報の提供と公開
図書館（室）の整備と蔵書数

大気汚染・騒音・水質など公害対策
地域の助け合いによる福祉活動学校・地域・

家庭の連携

障がい児（者）への福祉サービス

下水道・農業集落排水・
合併処理浄化槽の整備

買い物の便利さ

ごみ減量化と資源リサイクル化

上水道・簡易水道の整備

ごみ収集と処理サービス

健康診断・相談、保健予防

消防体制（署の配置など）

防犯・治安などの安心感

生活支援・介護などの高齢者福祉

保育サービス・子育て支援

小中学校での教育

受付・窓口などでの市職員の対応

❷継続推進❶重点課題

　❸課題   ❹要検討

重
要
度 

満足度 

低い

高い

不満 満足

-1.0 -0.8 -0.6 -0.4 -0.2  0 +0.2 +0.4 +0.6 +0.8 +1.0

-0.03
平均値

+0.8

+0.6

+0.2

 0

+0.39
平均値
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

は
、
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ（
学
童
保
育
）の
指
導
員
を
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

□
報
酬
　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
規
定
に
よ
る

□
対
象
　
教
員
や
幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
な
ど
の
免
許
の
あ
る
方

（
大
学
で
、
教
育
学
や
社
会
福
祉

学
、
心
理
学
な
ど
を
専
攻
し
た
方

も
対
象
と
な
り
ま
す
）

※
資
格
の
な
い
方
で
も
、
補
助
指

導
員
と
し
て
申
し
込
み
が
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す

□
業
務
内
容
　
遊
び
を
通
じ
て
、

児
童
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
の

生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
こ
ど
も
子
育
て
支
援
室
（
内

線
２
２
７
）　

　
栄
養
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。
こ
れ
は
食
生
活
改
善
に
つ

い
て
学
び
、
教
室
で
得
た
知
識
を

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
生

か
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
食
生
活
改

善
推
進
員
）
の
養
成
講
座
で
す
。

□
日
に
ち
　
６
月
２０
日
㈮
、
７
月

１８
日
㈮
、
８
月
２２
日
㈮
、
９
月
１９

日
㈮
、
１０
月
１０
日
㈮
、
３０
日
㈭
、

１１
月
１８
日
㈫
（
全
７
回
）

□
時
間
　
午
前
９
時
半
～
午
後
１

時□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、
連

続
受
講
が
可
能
で
、
受
講
修
了
後

に
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
会

員
と
し
て
活
動
可
能
な
方

□
定
員
　
２０
人

□
内
容
　
栄
養
の
基
礎
知
識
、
健

康
づ
く
り
の
基
本
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
食
生
活
な
ど
の
講
義
と
調

理
実
習

□
料
金
　
５
０
０
円
／
回
程
度

（
実
習
材
料
代
）

□
申
し
込
み
方
法
　
５
月
１２
日
㈪

～
３０
日
㈮
ま
で
に
直
接
か
電
話
で

申
し
込
む

　
　
　
　
健
康
推
進
課
（
内
線
２

２
３
）

　
市
で
は
、
消
防
団
活
動
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
目
線
で
消
防
団
の
活
動

を
見
て
い
た
だ
き
、
消
防
団
が
身

近
な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
防
火
や
防

災
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
す
。

□
テ
ー
マ
　
本
年
度
の
消
防
団
の

年
中
行
事
に
関
係
す
る
活
動
（
消

防
職
員
の
活
動
風
景
は
対
象
外
）

□
写
真
　
四
つ
切（
縦
２
５
４
㍉
、

横
３
０
５
㍉
）
か
ワ
イ
ド
四
つ
切

（
縦
２
５
４
㍉
、
横
３
６
５
㍉
）

□
申
し
込
み
方
法
　
消
防
本
部
や

各
消
防
署
、
振
興
事
務
所
、
市
内

の
写
真
店
に
備
え
付
け
の
応
募
票

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品

の
裏
側
に
応
募
票
を
貼
っ
て
提
出

す
る

□
提
出
先
　
市
消
防
本
部
か
岩
村

消
防
署
、
明
智
消
防
署
、
上
矢
作

分
署

□
締
め
切
り
　
平
成
２７
年
１
月
３１

日
㈯

□
結
果
発
表
　
平
成
２７
年
２
月
中

旬
ご
ろ
（
郵
送
で
案
内
し
ま
す
）

□
表
彰
式
　
平
成
２７
年
２
月
下
旬

□
賞
　
特
別
賞
（
市
長
賞
）、
特

選
（
３
点
）、
準
特
選
（
２
点
）、

入
選
・
佳
作
（
各
１０
点
）

※
応
募
は
一
人
何
点
で
も
構
い
ま

せ
ん
が
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
市
に

帰
属
し
ま
す

　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

（
内
線
２
５
０
）　

　
回
想
法
は
、
脳
の
活
性
化
を
図

る
認
知
症
予
防
の
療
法
の
一
つ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で

楽
し
く
思
い
出
を
語
り
合
い
な
が

ら
回
想
法
を
体
験
し
、
聞
き
上
手

や
話
し
上
手
に
な
る
た
め
の
こ
つ

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
ふ
る
さ
と

富
田
会
館
（
岩
村
町
）
＝
５
月
３０

日
㈮
　
▽
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

（
長
島
町
）
＝
６
月
２７
日
㈮

□
時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

□
対
象
　
回
想
法
に
興
味
の
あ
る

方
、
高
齢
者
の
支
援
へ
の
意
識
の

高
い
方
な
ら
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
定
員
　
各
４０
人

□
講
師
　
来
島
修
志
氏
（
日
本
福

祉
大
学
健
康
科
学
部
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
助
教
授
）

□
料
金
　
無
料

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
１
２
８
）

　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
を
対
象
に
、
就
業
を
支
援
す
る

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
内
容
　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
、
医
療
事
務
講
習

□
定
員
　
１６
人

□
料
金
　
１
万
円
程
度（
教
材
費
）

□
面
接
　
受
講
が
決
ま
っ
た
方
は

面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
　
▽

と
き
＝
７
月
１８
日
㈮
　
▽
と
こ
ろ

＝
恵
那
総
合
庁
舎

□
申
し
込
み
方
法
　
こ
ど
も
子
育

て
支
援
室
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
記
入
の
上
、
提
出
す
る

□
受
付
期
間
　
５
月
２６
日
㈪
～
６

月
１３
日
㈮

　
　
　
　
こ
ど
も
子
育
て
支
援
室

（
内
線
２
６
０
）

放課後児童クラブ 勤務期間 勤務時間 定員

大井学童保育所
（大井小学校区）

平日 下校時～午後７時の間
で４～５時間

若干名
土曜日、長期休暇の期  
間中（夏・冬・春休み）

午前８時～午後７時の
間で８時間

長島学童保育所
（長島小学校区）

長期休暇の期間中
（夏休みのみ）

午前８時半～午後６時
の間で３～８時間 若干名

みさとっこＣＬＵＢ
（三郷小学校区）

平日  下校時～午後６時
２人土曜日、長期休暇の期

間中 （夏・冬・春休み）午前８時半～午後６時

武並学童クラブ
（武並小学校区）

長期休暇の期間中
（夏・冬・春休み）

 午前８時～午後５時 
 半の間で３～８時間 若干名

岩村学童クラブ
（岩邑小学校区）

長期休暇の期間中
（夏・冬・春休み） 午前８時～午後６時 １人

子供安全安心
ハートクラブ
（山岡小学校区）

平日 下校時～午後７時
若干名長期休暇の期間中

（夏・冬・春休み） 午前８時～午後７時

明智学童クラブ
（明智小学校区）

長期休暇
（夏休みのみ）

午前８時半～午後５時 
半の間で３～８時間 １人

　
市
で
は
、
統
計
調
査
の
調
査

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
国
や
県
が
毎
年

実
施
す
る
統
計
調
査
で
、
調
査

対
象
と
な
る
世
帯
や
事
業
所
を

訪
問
し
、
統
計
調
査
の
趣
旨
や

内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し

て
調
査
票
の
記
入
の
依
頼
や
回

収
を
行
い
ま
す
。

　
登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、
調

査
を
実
施
す
る
際
に
、
市
か
ら

連
絡
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
調
査
の
実
施
数
や

規
模
は
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、

必
要
と
な
る
調
査
員
数
も
異
な

る
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
仕
事

が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

□
応
募
資
格

❶
２０
歳
以
上
の
方
で
、
健
康
で

責
任
を
持
っ
て
統
計
調
査
を
行

え
る
方
❷
調
査
で
知
り
得
た
情

報
な
ど
の
秘
密
を
守
れ
る
方
❸

警
察
や
選
挙
、
税
務
に
直
接
関

係
の
な
い
方

※
調
査
員
活
動
に
適
切
で
な
い

職
業
や
立
場
の
方
は
、
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□
活
動
内
容

❶
市
が
開
催
す
る
調
査
員
事
務

説
明
会
に
出
席
し
、
調
査
票
や

調
査
用
品
を
受
領
❷
担
当
調
査

区
内
の
調
査
対
象
世
帯
や
事
業

所
な
ど
を
確
認
❸
調
査
対
象
を

訪
問
し
、
調
査
内
容
や
趣
旨
を

説
明
し
、
調
査
票
の
記
入
を
依

頼
❹
後
日
、
依
頼
し
た
調
査
対

象
を
再
訪
問
し
、
記
入
さ
れ
た

調
査
票
を
点
検
し
な
が
ら
回
収

❺
回
収
し
た
調
査
票
を
審
査
し

整
理
❻
所
定
の
期
日
ま
で
に
市

に
調
査
票
な
ど
を
提
出
―
が
調

査
の
流
れ
で
す
。

□
報
酬
　
国
な
ど
の
基
準
に
よ

り
支
払
い
ま
す
。

※
報
酬
額
は
調
査
の
種
類
や
受

け
持
ち
件
数
な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
２
～
４
万
円
程
度

で
す

□
申
し
込
み
方
法
　
指
定
用
紙

に
記
入
の
上
、
総
合
政
策
課
か

各
振
興
事
務
所
へ
持
参
す
る
。

指
定
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp
://w

w
w
.city

.ena.
lg.jp/

）
か
ら
取
得
す
る
か
、

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま

す
。

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す

　
　
総
合
政
策
課
（
内
線
３
３

２
）

 

統
計
調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

問

　電源立地地域対策交付金は、水力
発電施設や原子力発電などの施設の
周辺地域に対し、公共施設の整備や
地域住民の福祉の向上を図るために
交付されます。
　昨年度は、交付金約３億６千万円
を下記の事業の財源として活用しま

した。
　水力発電施設の交付金は、エコセ
ンター恵那の運営に活用し、原子力
発電などの施設の交付金は、消防署
や保育園、給食センターなどの運営
に活用しました。
　　総合政策課（内線３３２）

 各放課後児童クラブで募集する指導員の詳細

回
想
法
研
修
の
受
講
者

募
集

ひ
と
り
親
の
就
業
支
援
講

習
会
の
受
講
者

消
防
団
活
動
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品

栄
養
教
室
の
受
講
者

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指

導
員

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

昨年度に実施した電源立地地域対策交付金事業の一覧

事業名 総事業費 交付金額

消防署運営事業 １億８，８９９万円 １億８，０００万円
保育園運営事業 １億０，９９５万円 １億０，５００万円

岩村診療所運営事業 ３，３５０万円 ２，０００万円
給食センター運営事業 ２，５８２万円 １，６１６万円
ごみ処理施設運営事業 ４，９９２万円 ４，２０３万円

合　計 ４億０，８１８万円 ３億６，３１９万円

▲
市
民
の
安
全
を
守
る
消
防
署

５つの事業で電源立地地域対策交付金を活用 ・・

問
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

歌川広重

《東海道五拾三次
之内》
「四日市　三重川」

　広重の風景版画や魚類画など、名古屋市博物館
で開催されている「大浮世絵展」に出品協力した
関連作品を主に構成。当館の所蔵品からよりすぐ
りの広重の浮世絵版画を展観します。

５月４日㈰、６月１日㈰は、市民の日（市民に限り観覧
料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と伝
えてください )
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重（二代）

《諸国名所百景》
「東都　猿若町」

　初代歌川広重の弟子、二代
広重の代表作「諸国名所百景」
を紹介します。初代広重の名
を継ぎ、名所絵制作をした二
代広重の作品を通じて、初代
広重に続く風景画の系譜をご
覧いただきます。

 国際浮世絵学会創立
５０周年記念特別企画展

４/３㈭～６/１５㈰

「中山道広重美術館所蔵名品展」

「『広重』の継承者　二代広重　諸国名
所百景」

狂
犬
病
予
防
注
射
を
地
域

の
会
場
で
行
い
ま
す

　
生
後
９１
日
以
上
の
犬
は
、
登
録

と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
予
防

接
種
は
地
域
の
会
場
で
受
け
ら
れ

ま
す
。
下
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

最
寄
り
の
会
場
で
、
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
接
種
前
に
飼
い
犬
の
健
康
状
態

が
悪
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
獣
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

接
種
後
、
飼
い
犬
の
体
調
が
悪
く

な
っ
た
場
合
も
、
獣
医
師
の
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
、
所

在
地
や
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き

は
、
健
康
推
進
課
か
各
振
興
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
法
律
に
違
反
し
た
場
合
は
、
罰

則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
動
物
病
院
で
も
狂
犬
病
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す

□
料
金
　
▽
登
録
と
予
防
注
射
＝

６
１
５
０
円
　
▽
予
防
注
射
の
み

＝
３
１
５
０
円
（
当
日
は
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
料
金
は
、
お

釣
り
の
な
い
よ
う
に
持
参
く
だ
さ

い
。
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
た

め
、
料
金
は
昨
年
と
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
）

　
　
健
康
推
進
課（
内
線
２
２
２
）

とき・地区 時間 会場名 とき・地区 時間 会場名

５月１４日㈬
長島町
武並町

 ９：１５～９：３５
 ９：４５～９：５０
　９　：５５～１０：０５
１０：１５～１０：３５
１０：４５～１０：５０
１１：００～１１：１５

１１：２５～１１：４５
１３：００～１３：１５
１３：２５～１３：３５
１３：４５～１３：５５
１４：０５～１４：２５

千田公民館
山中公民館
茂立公民館
藤多目的研修センター
旧武並事務所跡
武並コミュニティ消防セン
ター
水野刃物製作所
武並駅南口前
硯水館（旧中野新田公民館）
夕陽ヶ丘集会所
森川クリニック駐車場

５月２０日㈫
東野
岩村町

 ９：３０～９：４０
 ９：５０～９：５５
１０：０５～１０：１５
１０：２０～１０：５０
１１：１０～１１：４０
１３：００～１３：４０
１３：５０～１４：２０

白坂集会場
東野薬師堂
上組公会堂
東野振興事務所
飯峡会館
岩村コミセン
ふるさと富田会館

５月２１日㈬
山岡町

 ９：２０～９：３５
 ９：５０～９：５５
１０：０５～１０：２０

１０：３０～１０：４５
１０：５５～１１：１０
１１：２０～１１：３５
１１：５０～１２：００
１３：１０～１３：２０
１３：３０～１３：４０
１３：５０～１４：１５

さくら会館
田沢１３号組集会所
ＪＡひがしみの恵南グリーン
センター裏
久保原爪切り地蔵
山岡振興事務所
旧ＪＡひがしみの鶴岡支店
田代集落農事集会場
公孫樹（いちょう）会館
東原農業センター
原公民館

５月１５日㈭
笠置町
飯地町
中野方町
大井町

 ９：１０～９：２０
 　
                 　　　　　　９：３０～９：４５
１０：０５～１０：１５
１０：２５～１０：３５
１０：４５～１０：５５
１１：１５～１１：２５
１１：３５～１１：４５
１１：５５～１２：１０
１３：１５～１３：３０
１３：５０～１４：００
１４：１０～１４：３０
１４：５０～１５：００
１５：１０～１５：２０ 

笠置コミュニティ消防セン
ター
河合公民館　
沢尻集会場
飯地振興事務所
朝日屋前
旧中野方公民館
東鉄車庫
中野方８区公民館
野瀬クラブ
笠置コミセン
毛呂窪公民館
丸池自治会館
大井変電所横駐車場 ５月２２日㈭

明智町

 ９：１０～９：３５
 ９：４５～９：５５
１０：０５～１０：１５
１０：３０～１０：４０
１０：５０～１１：００
１１：１０～１１：２５

１１：３５～１１：４５
１１：５５～１２：３５
１３：４５～１３：５０
１３：５５～１４：００
１４：１０～１４：１５
１４：３０～１４：３５

明智文化センター
門野消防機庫
野志公民館
小泉生活改善センター
ふれあい会館吉良見
大田コミュニティ消防セン
ター
上田公民館
明智保健センター
丸草バス停
阿妻公民館
才坂口バス停前
上柏尾弘法堂

５月１６日㈮
三郷町
長島町

 ９：３０～９：３５
 ９：４５～１０：００
１０：１０～１０：２５
１０：３５～１０：４５
１０：５５～１１：１５
１１：２５～１１：３０
１１：４０～１１：５５
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２０

殿畑白山神社
西ふれあいセンター
旧三郷事務所前
深瀬つどいの家
旧ＪＡひがしみの野井営業所
大沢クラブ
永田生産森林組合
永田中島集会場
正家公民館
市保健センター

５月２３日㈮
明智町
串原
上矢作町

 ９：１０～９：２０

 ９：３０～９：３５
 ９：４５～９：５５
１０：０５～１０：１５
１０：２５～１０：３０
１０：４０～１０：５０
１１：００～１１：１０
１１：２０～１１：２５
１１：３５～１１：４０
１１：５５～１２：００

１３：００～１３：１０
１３：２０～１３：３５

１３：５０～１４：１０
１４：２０～１４：３５

東方コミュニティ消防セン
ター
東方センター
峰山橋バス停
中沢生活改善センター
峯公会堂
松本公会堂
串原福祉センター
串原朝市広場みちくさ前
閑羅瀬公会堂
奥矢作レクリエーションセン
ター
小田子福祉センター
旧ＪＡひがしみの下原田営業
所
旧上矢作振興事務所
横道公民館

５月１９日㈪
大井町
長島町

 ９：００～９：１５
 ９：２５～９：３５

 ９：４５～９：５５
１０：０５～１０：２０
１０：３０～１０：４５
１０：５５～１１：０５
１１：１５～１１：２５
１１：３５～１１：４５
１１：５５～１２：０５
１３：１５～１３：３５
１３：４５～１３：５５
１４：０５～１４：１５

学頭憩いの家
若林クレーン横空き地（雀
子ヶ根）
元起公園
岡瀬沢研修センター
市福祉センター
新栄町集会場
二葉会館
中野会館
恵那駅西駐車場
土々ヶ根車検場
大井長島集会所裏
旧恵那峡ガーデントイレ横駐
車場

地域の狂犬病予防注射の日程

　
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に

医
療
相
談
や
、
補
装
具
（
車
い
す

や
装
具
な
ど
）
の
交
付
、
修
理
の

相
談
と
判
定
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
１３
日
㈫
午
後
２
時

～
４
時
（
受
け
付
け
は
３
時
半
ま

で
）

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
会
議
棟

□
診
断
科
目
　
整
形

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
３
４
）

　
自
動
車
税
は
、
教
育
や
福
祉
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
大
切
な
財
源
で
す
。
６
月
２
日

㈪
の
納
期
限
ま
で
に
、
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
ネ
ッ
ト
納
付
も

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
納
税
通

知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
県
自
動
車
税
事
務
所
志
０
５

８
―
２
７
９
―
３
７
８
１

□
と
き
　
５
月
２０
日
㈫
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎
５
階

□
持
ち
物
　
筆
記
用
具

　
　
恵
那
保
健
所
生
活
衛
生
課
志

２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

　
県
立
岐
阜
盲
学
校
で
は
、
目
に

つ
い
て
心
配
な
子
ど
も
や
大
人
の

方
の
学
習
の
方
法
や
生
活
支
援
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２２
日
㈰
午
前
１０
時

～
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
半
か
ら
）

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
個
別
相
談
会
、
視
覚
障

が
い
支
援
品
の
展
示
と
紹
介

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
６
月
９
日
㈪

　
　
　
　
県
立
岐
阜
盲
学
校
見

え
方
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
志

０
５
８
―
２
６
２
―
１
２
７
１
、

思
０
５
８
―
２
６
２
―
２
８
５
４

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
に
よ
り
、

中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
茶
室
で

抹
茶
の
無
料
体
験
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
２４
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
料
金
　
大
人
２
０
０
円
、
小
中

高
生
１
０
０
円
（
入
館
料
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
２
１
）

１４：００～１４：２０

案
内

ひ
し
屋
資
料
館
で
の
抹
茶

体
験

体
の
不
自
由
な
方
の
診
断

と
相
談
を
実
施

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６

月
２
日
㈪

調
理
師
試
験
の
説
明
会

目
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催

問

申
・
問

問

問 問

問

問会
場
変
更
の
お
知
ら
せ

　
本
紙
４
月
１５
日
号
５
㌻
で
お

知
ら
せ
し
た
「
さ
さ
ゆ
り
認
知

症
カ
フ
ェ
」
の
開
催
場
所
が
、

福
寿
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
１
２
７
）

問
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１１
月
ま
で
、
毎
月
第
２
土
曜
日

に
明
知
鉄
道
を
利
用
す
る
チ
ャ
リ

ン
コ
列
車
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
転
車
と
一
緒
に
列
車
に
乗
っ

て
、
下
車
駅
か
ら
の
各
コ
ー
ス
を

３０
か
ら
６０
㌔
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま

せ
ん
か
。
仲
間
を
誘
っ
て
参
加
く

だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
１０
日
㈯

阿
木
駅
～
恵
那
駅
（
岩
村
城
跡
）、

６
月
１４
日
㈯
明
智
駅
～
恵
那
駅

（
瑞
浪
）、
７
月
１２
日
㈯
山
岡
駅
～

恵
那
駅
（
寿
老
の
滝
）、
８
月
９

日
㈯
飯
沼
駅
～
恵
那
駅
（
手
賀

野
）、
９
月
１３
日
㈯
明
智
駅
～
恵

那
駅
（
東
海
自
然
歩
道
）、
１０
月

１１
日
㈯
恵
那
駅
～
花
白
温
泉
駅

（
東
濃
牧
場
）、
１１
月
８
日
㈯
岩
村

駅
～
明
智
駅
（
矢
作
ダ
ム
）

※
１０
月
１１
日
と
１１
月
８
日
は
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
到
着
駅
か
ら
恵
那

駅
ま
で
列
車
に
乗
っ
て
帰
り
ま
す

□
時
間
　
明
知
鉄
道
恵
那
駅
に
午

前
９
時
集
合

□
対
象
　
小
学
４
年
生
以
上
（
小

学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
）

□
料
金
　
▽
小
学
生
＝
１
０
０
０

円
　
▽
中
学
生
以
上
＝
１
５
０
０

円

□
持
ち
物
　
自
転
車
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
冒

険
心

　
　
チ
ャ
リ
ン
コ
列
車
事
務
局

（
赤
尾
袈
夫
）
志
０
５
７
３
―
６

５
―
３
５
３
４

　
明
知
鉄
道
が
、
明
知
線
と
し
て

開
通
し
て
か
ら
８０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
を
記
念
し
て
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
自
然
の
中

を
走
り
抜
け
る
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の

風
景
や
車
窓
、
明
智
駅
に
移
設
し

た
Ｓ
Ｌ
の
魅
力
を
伝
え
る
作
品
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
作
品
テ
ー
マ
　「
車
窓
か
ら
見

た
四
季
の
風
景
」「
走
行
車
両
風

景
」「
明
智
駅
構
内
Ｓ
Ｌ
の
雄
姿
」

□
作
品
の
条
件
　
▽
規
格
＝
四
つ

切
（
縦
２
５
４
㍉
、横
３
０
５
㍉
）

の
カ
ラ
ー
で
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

印
刷
は
不
可
。
加
工
や
修
正
し
た

も
の
も
不
可
と
し
ま
す
。
　
▽
撮

影
期
間
＝
平
成
２６
年
４
月
１
日
～

平
成
２７
年
１
月
３１
日
㈯
　
▽
応
募

点
数
＝
一
人
３
点
ま
で
と
し
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

□
締
め
切
り
　
平
成
２７
年
２
月
１０

日
㈫

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
写
真
の

裏
面
に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢
❹

職
業
❺
タ
イ
ト
ル
❻
撮
影
日
時
❼

撮
影
場
所
―
を
記
載
し
、
直
接
か

郵
送
す
る

□
結
果
発
表
　
平
成
２７
年
２
月
ご

ろ
　
▽
最
優
秀
賞
１
点
＝
賞
金

３
万
円
と
賞
品
　
▽
優
秀
賞
３
点

＝
賞
金
１
万
円
と
賞
品
　
▽
入
選

１０
点
＝
賞
品

□
そ
の
他
　
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
明
智
駅
構
内
や
沿
線

の
敷
地
内
、
私
有
地
へ
の
立
ち
入

り
は
禁
止
し
ま
す
。入
賞
作
品
は
、

広
報
活
動
な
ど
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
入
賞
者
は
こ
れ
ら
の
使

用
に
対
し
て
著
作
権
を
行
使
し
な

い
も
の
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
７
０
５

明
智
町
４
６
９
―
４
明
知
鉄
道
株

式
会
社
「
明
知
線
開
通
８０
周
年
記

念
」
係
志
５
４
―
４
１
０
１

　
本
州
最
高
峰
に
自
生
す
る
樹

齢
２
７
０
年
の
国
の
天
然
記
念

物
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
や
、
山
頂

に
自
生
す
る
「
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
」
な

ど
、
笠
置
山
の
自
然
に
触
れ
ま
せ

ん
か
。
参
加
者
に
は
、
笠
置
町
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ゆ
ず
も
ち
ゃ
ん
」

の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
進
呈
し
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
２５
日
㈰
（
小
雨
決

行
）

□
集
合
場
所
・
時
間
　
▽
さ
わ
や

か
コ
ー
ス
（
５
・
２
キ
ロ
）
＝
笠

置
コ
ミ
セ
ン
・
午
前
８
時
半
　
▽

ら
く
ら
く
コ
ー
ス
（
２
・
９
キ
ロ
）

＝
笠
置
山
登
山
道 

記
帳
小
屋
・

午
前
１０
時
　
▽
お
先
に
失
礼
コ
ー

ス（
０
・
９
キ
ロ
）＝
高
根
駐
車
場
・

午
前
１１
時

□
下
山
時
間
　
午
後
２
時

□
料
金
　
▽
高
校
生
以
上
＝

５
０
０
円
（
当
日
集
金
し
ま
す
）

▽
中
学
生
以
下
＝
無
料

□
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
な
ど

□
締
め
切
り
　
５
月
２０
日
㈫

　
　
　
　
笠
置
コ
ミ
セ
ン
志
２
７

―
３
１
１
０

　
東
京
家
庭
教
育
研
究
所
で
は
、

家
庭
教
育
に
関
す
る
公
開
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
１１
日
㈰
午
前
１０
時

～
午
後
０
時
半

□
と
こ
ろ
　
東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

□
テ
ー
マ
　「
正
し
く
伸
ば
そ
う

子
ど
も
の
能
力
」
～
勉
強
好
き
な

子
ど
も
を
育
て
る
に
は
～

□
講
師
　
佐
藤
カ
ヨ
さ
ん
（
東
京

家
庭
教
育
研
究
所
）

□
料
金
　
無
料

　
　
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
ｗ
ａ
ｋ
ｕ
ま
ざ
ー

ず
く
ら
ぶ
（
池
戸
）
志
０
９
０
―

４
４
４
６
―
９
８
９
９

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
初
心
者
の
方
に
は
、
個
別
指
導

も
行
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
い
方
や
、
す
で
に

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
い
る
が
、

も
う
少
し
研
究
し
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
見
学
も

で
き
ま
す
。

　
ま
た
一
人
で
も
多
く
の
方
が
教

室
に
参
加
で
き
る
よ
う
参
加
者
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
５
月
１７
日
、
６
月
２１
日

（
土
曜
日
）
午
前
９
時
半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
児
の
方

や
そ
の
家
族
、
友
人

□
定
員
　
１０
人
程
度

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
向
け
の

各
種
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
パ
ソ
コ

ン
を
体
験
し
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

※
両
日
と
も
正
午
～
午
後
２
時
に

交
流
会
を
開
催
。出
前
ラ
ン
チ（
実

費
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
方
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―
３

１
１
７

　【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
６
月
３
日
～
２４
日
（
毎

週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半
～
１１
時

半
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力
や

マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を

丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

【
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
】

□
と
き
　
６
月
５
日
～
２６
日
（
毎

週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～
３
時 

（
全
４
回
）　

□
内
容
　
エ
ク
セ
ル
を
使
い
、
基

本
的
な
操
作
か
ら
表
計
算
や
グ
ラ

フ
機
能
を
学
習
し
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
期
間
　
５
月
１０
日
㈯

午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま

で
。
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
５

月
２６
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優

先
さ
れ
ま
す
。

□
そ
の
他
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
８
や

８
・
１
の
パ
ソ
コ
ン
を
希
望
す
る

方
は
、
２
台
ま
で
貸
し
出
し
で
き

ま
す
。

※
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い

方
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５
―
９

７
２
７
　

　　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
、
社

会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
大

歓
迎
で
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
岩
村
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
５
月
２
日
～
６
月
２７

日
（
金
曜
日
）
午
前
１０
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時
　
▽
市
福

祉
セ
ン
タ
ー
＝
５
月
７
日
～
６
月

２５
日
（
水
曜
日
）
午
前
１０
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時

□
対
象
　
市
内
に
在
住
し
、
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
、
難
病
疾
患
の

方
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

□
定
員
　
各
７
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
、
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
の
基
礎

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方
に
は
、
先

着
４
台
ま
で
貸
し
出
し
ま
す
）

※
受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
サ

ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０
９
０

―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

　
上
矢
作
町
で
原
生
林
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
の
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福

寿
の
里
自
然
倶
楽
部
で
は
、
年
間

を
通
じ
て
行
う
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
運
営
を
手
伝
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

こ
と
し
は
移
住
定
住
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ

ベ
ン
ト
の
支
援
が
活
動
の
中
心
で

す
。

　
人
と
の
交
流
が
好
き
で
、
自
然

体
験
活
動
に
興
味
の
あ
る
元
気
な

方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

□
活
動
期
間
　
５
月
下
旬
～
１２
月

（
勤
務
条
件
を
協
議
の
上
、
継
続

可
能
）

□
活
動
場
所
　
上
矢
作
町
一
帯

□
対
象
　
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
あ
る
程
度
の
パ
ソ
コ
ン

作
業
が
で
き
る
こ
と
と
、
全
て
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
こ
と
な

ど
を
重
視
し
ま
す
。

□
定
員
　
１
人

□
内
容
　
原
生
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
や
軽
登
山
、
田
舎
暮
ら
し

体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
や
運

営
の
手
伝
い

□
謝
礼
　
５
０
０
０
円
／
回
程
度

（
交
通
費
別
途
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
談
を
行

い
ま
す
。

□
締
め
切
り
　
５
月
１５
日
㈭
（
応

募
が
な
い
場
合
は
３０
日
㈮
ま
で
延

長
し
ま
す
）

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の
里

自
然
倶
楽
部
志
思
４
７
―
３
１
５

１
、（
横
光
）
０
９
０
―
９
９
３

９
―
１
８
９
６
死 fukujyu@

nposizen.enat.jp

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合政策課
広報広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲ウオーキングしながら天然記念
物のヒトツバタゴを楽しむ

▲田園風景を走る明知鉄道の車両

▲自転車と一緒に列車に乗る

自
然
体
験
活
動
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
募
集

問

申
・明

知
線
開
通
８０
周
年
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

Ｂ
Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

受
講
生
を
募
集

笠
置
山
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

パ
ソ
コ
ン
の
６
月
期
講
座

の
受
講
生
を
募
集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
受
講
生
を
募
集

チ
ャ
リ
ン
コ
列
車
２
０
１
４

を
開
催

家
庭
教
育
の
公
開
講
演
会

を
開
催

問

申
・

問

問

申
・

問

申
・

問

申
・

問

問

申
・

15 142014.5.1 広報えな
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

募集中

　恵那スケート場の夏季営業が始まりました。オープン
した４月６日には、インラインスケートの滑走料が無料
になり、フットサル大会も開かれました。会場には、約
217人が訪れ、スポーツに汗を流しました。夏季営業は、
10月13日㈪まで行われます。

スケート場の夏季営業始まる ４月６日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　６月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
５月１４日㈬までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

　市が作製した3枚組のポスター「恵那市岩村　人と
自然が織りなす物語」が、平成25年度第62回日本観
光ポスターコンクールで、最高の国土交通大臣賞を受賞
しました。ポスターは、現代にまで息づく歴史や文化に
裏打ちされた恵那の魅力を表現しています。

　
岩
村
本
通
り
な
ど
で
宵
の
ひ
な
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
夜
の
城
下

町
や「
お
ひ
な
さ
ま
」が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。本
通
り
は
、

岩
邑
小
学
校
の
児
童
が
描
い
た
絵
を
円
筒
形
に
し
た
約
３
０
０
個

の
「
ひ
な
と
う
ろ
う
」
や
「
ぼ
ん
ぼ
り
」
の
明
か
り
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
。
柔
ら
か
な
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
歴
史
あ
る
町
並
み
は
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

通りが柔らかな光で幻想的な雰囲気に

篠原 夢
ゆめ

虎
と

くん

岩村のポスターが最高賞に ３月27日

　市国際交流協会主催の中学生海外派遣事業の開会式
が、市防災センターで開催されました。20人の中学生は、
夏にオーストラリアでのホームステイを通し、日本人と
しての自覚や国際社会の一員としての自己を高めます。
生徒らは、この事業に向けて熱い抱負を語りました。

中学生が熱い抱負を語る ４月３日

鉄砲鍛冶の加納家を公開 ３月29日

　恵那峡一帯で桜祭りが開催され、市内外から多くの人
が訪れました。訪れた人は、さざなみ半島の桜のトンネ
ルを散策したり、景色を楽しみながら弁当を広げて食べ
たりしていました。また芝桜公園では、色鮮やかに覆わ
れた芝桜のじゅうたんの上で、春を満喫していました。

恵那峡の桜祭りを満喫 ４月５日

　改修が終了した市指定文化財の岩村藩鉄砲鍛冶加納家
の公開が始まりました。加納家は、1831（天保 2）年
ごろから現在の地で鉄砲鍛冶を生業としていた旧家で
す。内部には、火縄銃や火縄銃の木型、鉄砲玉、注文書
などの古文書などが展示されています。

真澄さん 成予さん

三郷町
奥山 翠

すい

ちゃん
大井町

輝彦さん しのぶさん

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♥
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
笑
顔

を
見
せ
て
ね
。

水野 陽
よう

太
た

くん

明智町

俊さん 和美さん

１
歳
お
め
で
と

う
。
生
ま
れ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

♡

颯
歩
く
ん
１
歳
お

め
で
と
う
♡
颯
歩

の
笑
顔
が
大
好
き

だ
よ
♡

足立 颯
は や

歩
と

くん

一輝さん 沙弥香さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
に
た
く
ま

し
く
大
き
く
な
ぁ

れ
‼

東野

安藤 綺
き

良
ら

くん

明智町

母知香さん

祝
１
歳
！
綺
良
♡

生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

‼
チ
ュ
ッ
♬

加藤 儒
じゅう

成
せい

くん

長島町

文也さん あさみさん

１
歳
お
め
で
と
う

！
い
つ
も
み
ん
な

に
幸
せ
を
あ
り
が

と
う
‼

安藤 奨
しょう

夏
か

くん
串原

文隆さん 菜月さん

１
歳
お
め
で
と
う

‼
元
気
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
っ
て
ね

‼

良雪 玲
れ

奈
な

ちゃん

長島町

悟さん 美奈子さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
！

西尾 仁
じん

くん

山岡町

祐治さん 好子さん

仁
お
め
で
と
う
‼

剛
と
仁
、
一
緒
に

強
く
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ね
。

西尾 倖
さ

羅
ら

ちゃん
長島町

勇哉さん 春菜さん

１
歳
お
め
で
と
う

★
元
気
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
っ
て

ね
！

５月生まれ

３月２9日

2014.5.117 広報えな 16
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　「
現
代
社
会
の
家
族
の
関
係
を
小
説
に

書
く
こ
と
で
、
迷
え
る
若
者
に
寄
り
添
い

た
い
」
と
語
る
の
は
、
大
井
町
の
田
中
廣

司
さ
ん
。

　
田
中
さ
ん
は
こ
と
し
、
県
文
芸
祭
の
創

作
・
児
童
文
学
部
門
で
文
芸
大
賞
を
受
賞

し
た
。
こ
れ
は
、
文
芸
創
作
活
動
の
充
実

を
目
的
に
、
県
と
県
教
育
文
化
財
団
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
祭
典
だ
。「
自
分
の
作
っ

た
物
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
単
純
に
う
れ

し
い
。
創
作
活
動
の
道
を
突
き
進
ん
で
い

く
決
意
が
固
ま
っ
た
」と
受
賞
を
喜
ん
だ
。

　
高
校
３
年
生
の
時
、進
路
に
迷
い
、ノ
ー

ベ
ル
賞
作
家
の
川
端
康
成
氏
に
手
紙
を
出

し
た
。
直
筆
の
返
事
に
書
か
れ
た
「
や
は

り
大
学
へ
行
っ
た
方
が
よ
ろ
し
い
で
す

よ
」「
文
学
は
そ
ん
な
に
せ
っ
か
ち
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
の
言
葉
に
突
き
動

か
さ
れ
、
名
古
屋
大
学
へ
進
み
、
そ
の
後

教
師
に
な
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
一
枚

の
手
紙
が
、人
生
の
道
し
る
べ
と
な
っ
た
。

　
昭
和
４８
年
か
ら
は
社
会
科
教
諭
と
し
て

教
壇
に
立
ち
、
平
成
１９
年
に
は
坂
下
高
校

の
校
長
に
就
任
。
同
校
を
退
職
後
は
、
中

京
学
院
大
学
で
特
任
教
授
を
務
め
た
。

　
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
た
切
っ
掛
け

は
、
か
つ
て
の
教
え
子
か
ら
子
育
て
や
家

庭
の
悩
み
を
相
談
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
読
ま
せ
た

い
童
話
な
ど
を
薦
め
て
い
た
が
、
読
ん
で

ほ
し
い
物
を
自
分
の
言
葉
で
書
い
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
親
子
の
絆
を
描
い
た
処
女
作『
恵
那
山
』

は
同
祭
の
創
作
・
小
説
部
門
で
秀
作
賞
、

い
じ
め
を
題
材
に
し
た『
ラ
イ
オ
ン
日
記
』

は
日
本
動
物
児
童
文
学
賞
で
奨
励
賞
を
受

賞
。
今
作
『
杖
の
音
』
は
、
祖
父
と
孫
の

関
わ
り
を
通
し
て
家
族
の
在
り
方
を
描
い

た
。

　
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
こ
と
は
大
変
な

作
業
だ
が
、
物
語
を
考
え
る
と
き
も
苦
し

み
な
が
ら
書
い
て
い
る
と
き
も
、
と
て
も

楽
し
い
と
話
す
。「
子
ど
も
を
救
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
自
分
を
駆
り
立
て
る
」

と
小
説
に
込
め
る
熱
い
思
い
を
語
る
。

　
次
回
作
の
執
筆
に
も
意
欲
的
で
、「
今

後
は
も
っ
と
広
い
世
界
に
作
品
を
出
し
て

み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

▲作品掲載誌と川端康成氏直筆の手紙

家族の在り方を小説に
小説『杖の音』で県文芸大賞を受賞

□プロフィール

平成２３年から小説を書き始め、これまでに

三作を書き上げる。４０年余りの教師経験を

生かし、小説・児童文学の執筆に挑んでいる。

田
た

中
な か

 廣
ひ ろ

司
し

 さん　６５歳

大井町長島西

恵那で輝いている旬な人を紹介します

2014.5.1 広報えな
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新明智小学校で皆が団結

　吉田小学校と統合した明智小学校で、出発式が行われ
ました。これは、児童会がみんなで明るく希望あふれる
学校をつくっていこうと計画したものです。37人の 6
年生が一言ずつ大きな声で「出発の言葉」を発し、最後
には、全員が「おお」と拳を振り上げて団結しました。

新入生を温かく迎えた対面式

　上矢作中学校で、新 1年生と 2、3年生の「ギャッ
プを外す」対面式が行われました。式では、生徒会長ら
が、中学校生活の一日の流れや年間行事を大スクリーン
を使って説明。部活動の紹介では「県大会を目指します」
など、先輩としての力強い言葉も聞かれました。

伝統の歌舞伎を五毛座で公演

　飯地町の五毛座で第27回五毛座地芝居公演が開催さ
れ、約400人が来場して公演を楽しみました。公演では、
４人の小学生の子ども地芝居や、小中学生と飯地歌舞伎
保存会が競演した歌舞伎、地域の名士らの歌舞伎などが
披露されました。この公演は隔年で開催されています。

集団通学での安全を確認

　山岡小学校で、本年度初めての集団下校の日に通学班
会議が開催されました。上級生の班長は「上手に並べる
か」「集合時間は守れるか」など、集団で通学するとき
の決まり事を確認。会議終了後には、２列に並ばせて、
道路の安全を確認しながら下校しました。

中野方ふるさとかるたが完成

　中野方町の地域の歴史や史跡などを子どもにも大人に
も分かりやすい形で残すために作られた「中野方ふるさ
とかるた」が完成しました。44札の言葉や絵は、町内
のほぼ全世帯から応募があった1,642点から厳選。制
作実行委員会は、完成の喜びを市長に報告しました。

健脚競ったハーフマラソン

　恵那スケート場で、第13回恵那峡ハーフマラソンが
開催され、3,136 人が参加しました。大会は、ハーフ
マラソンや3㌔のロードレースとジョギングの3種類
20部門で健脚が競われました。緊迫感漂うスタート時、
選手らは号砲と同時に勢いよく足を踏み出しました。

４月７日４月８日

４月９日４月11日

４月20日 ４月12日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 大井宿本陣跡 おおいしゅくほんじんあと】

　本陣は、江戸時代以降の宿場で大名や旗本、幕府役人、勅
ちょく

使
し

、宮、門
もんぜき

跡などの宿泊所として指定された家である。大井
宿の本陣は大井町横町と本町の角にあり、間口24 間（約43
㍍）、奥行22間（約40㍍）の高塀付きの敷地の中に約 151坪（約
498平方㍍）の建物が建っていた。
　明治期には、恵那郡役所仮庁舎としても利用された。昭和

昨年度に保存修理事業が完了した表門と塀

22年、火災で大半を焼失したが、表門と高塀、庭園が往時
の面影を伝えており、昭和35年に県史跡に指定されている。
　表門は、持ち送りの彫刻や蟇

かえる

股
また

（梁
はり

の間にある構造材、装飾）
の形から、1700年前後（元禄～宝永ごろ）に建てられたと
推定される。やや小規模だが、瓦ぶきの屋根に反りを持たせ
た華麗な造りで、今も昔も大井宿の象徴として市民から親し
まれている。

　東側の高塀沿いに本陣の裏に進むと、和
かずのみや

宮降嫁の折にこの水をくんで提供したという井
戸と、大井小学校が城跡だった戦国時代に城の守護神として祭られていたという内

ない

城
じょう

稲
いな

荷
り

や伝説の人物「吉村源斎」ゆかりの根付け石がある。本陣と一緒に見学したい場所である。

桜が満開となった阿木川ダム。
あまりの美しさに立ち寄ると、
桜と桜の間から噴水が見える光
景に出会いました。

噴水

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

大井町　北
きたはらたかよし

原隆義さん

次号は

５月１５日号

発行日は

５月１５日㈭です

広報えな No.２１９
２０１４年（平成２６年）

５月１日発行

『広報えな』５月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．０円（税込み）です。

（撮影地：阿木川ダム）

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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